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サーキュラーエコノミー推進へ、電動車のバッテリー診断・放電サービスの実証・運用開始 

～3社共同実証による資源循環と発火リスク低減を目指したサービス構築～ 

 

 ＪＡ三井リース株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役 社長執行役員：新分敬人）およ

びＪＡ三井リースオート株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役：鈴木章洋）（以下総称し

て「ＪＡ三井リースグループ」）、株式会社電知（本社：埼玉県、代表取締役：向山大吉、以下

「電知」）、日本オートリサイクル株式会社（本社：富山県、代表取締役：五十嵐優、以下「日本

オートリサイクル」）は、電動車（ハイブリッド車（以下「HV」）含む）のバッテリー診断・放電

サービス（以下「本サービス」）の展開を目指した実証実験を行い、日本オートリサイクルにお

いて正式に本サービスの運用を開始しましたのでお知らせします。 

 

記 

 

1．（取り組みの背景）  

電動車（HV 含む）の普及が進む中、車載バッテリーのリユース・リサイクルを軸としたサー

キュラーエコノミーの重要性が高まっており、経済産業省の試算によれば、2030年には国内市場

規模が約 80兆円に達すると見込まれています。 

一方で、中古バッテリーの劣化診断や性能評価の基準が未整備となっています。そのため、

バッテリー価値の正確な判断が難しく、結果として、電気自動車（以下「EV」）の中古市場での

評価がガソリン車に比べ著しく低くなり、EV 普及の障壁となっています。また、EV バッテリー

に使用されるリチウムやコバルトなどのレアメタル資源の確保も国家的課題であり、国内での高

付加価値な再利用が進まず、多くの中古 EVが海外へ流出しているのが現状です。 

また、リサイクル現場では、解体された EV/HV のバッテリーパックが適切な評価や処理体制が

整わないまま長期間保管されるケースが多く、その保管量の増加から発火による火災リスクや保

管スペースの逼迫が深刻化しています。 

こうした課題に対応するため、ＪＡ三井リースグループ、電知、日本オートリサイクルは、

バッテリー診断・放電サービスの共同実証を完了し、本サービスの運用開始に至りました。 
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2．（実証実験内容と本サービス概要） 

実証実験では、リースの契約期間が満了した車両や廃車となった EV/HV 車両を活用し、車載状

態でのバッテリーおよび解体時に取り外されたパック型バッテリーに対し、CHAdeMO 端子（注

１）を用いた診断および放電処理の検証を行いました。これにより、複数の車種・バッテリーに

対応可能な診断・放電プロセスを検証するとともに、車種ごとの治具（専用アタッチメント）の

開発を行いました。 

 電知が提供するサービスは、持ち運び可能な機器（下イメージ図）を用いることで短時間・非

破壊のバッテリー診断を可能にし、リサイクル現場や中古車販売店、整備工場など、場所を問わ

ず迅速なバッテリー評価を実現します。診断には電気化学に基づく「電気化学インピーダンス法

（注２）」を採用し、一般的な SOH 測定（注３）では測定できない電池そのものの劣化度合いを

直接計測します。これにより、バッテリーのリユース・リパーパス・リサイクルの正確な判断が

可能となります。さらに、この診断機器を用いた放電処理サービスも提供しており、リサイクル

現場における発火リスクの低減や安全な保管・輸送を支援します。 

診断機器イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）「CHAdeMO 端子」：EV やプラグインハイブリッド車向けの急速充電規格の一つで、充電の

際に差し込む部分を指す。 

（注２）「電気化学インピーダンス法」：バッテリー内部の劣化状態や性能を非破壊で解析できる

技術。多くの学術的根拠と論文に支えられており、精度の高いバッテリー診断が可能。 

（注３）「一般的な SOH 測定」：バッテリーなどの健康状態を示す指標(SOH)を、車両の走行距離

や年式等の間接的データを用いて推定されるため、正確な状態を把握するには限界があ

るとされている。 

（注４）「Bi-S.C003P」：診断機能を基本とし、中古車販売店や整備工場などに適合。 

（注５）「Bi-S.C002P」：診断及び放電機能を備え、リサイクル現場などに適合。 

 

3．（各社役割）  

⚫ ＪＡ三井リースグループ：実証実験の企画・取りまとめ、新たなソリューション開発 

⚫ 電知：診断・放電技術を活用したデータ分析及びサービス開発、実証実験の企画 

⚫ 日本オートリサイクル：フィールド（工場・車両）の提供、実証実験の企画 

Bi-S.C002P(注５) Bi-S.C003P(注４) 

） 

Bi-S.C002P 診断放電実証の様子 

場所：日本オートリサイクル 
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4．（今後の展望）  

 本サービスは、バッテリーの性能・劣化状態を正確に把握することで、リユース・リサイクル

の可否を判断するとともに、放電作業の実施により発火リスクを低減し、安全な保管・輸送を可

能にします。今後は、診断・放電技術のさらなる高度化を図るとともに、全国展開を視野に入れ

たサービス体制の構築を進めてまいります。 

 

【各社概要】 

ＪＡ三井リース株式会社 

所在地 東京都中央区銀座 8-13-１ 銀座三井ビルディング 

事業内容 賃貸事業、割賦販売事業、各種ファイナンス事業、その他付帯事業 

ＵＲＬ https://www.jamitsuilease.co.jp/ 

本件に関する 

お問い合わせ 

経営管理部 コーポレートコミュニケーション室 

電話：03-6775-3002  MAIL：JAMLDG1114@jamitsuilease.co.jp 

ＪＡ三井リースオート株式会社 

所在地 東京都中央区銀座 8-13-１ 銀座三井ビルディング 

事業内容 
自動車・車両賃貸事業、割賦販売事業、レンタカー及び仲介事業、

その他付帯事業 

ＵＲＬ https://www.jamitsuilease-auto.co.jp/ 

本件に関する 

お問い合わせ 
ＪＡ三井リースと同一 

株式会社電知 

所在地 埼玉県本庄市西富田 1011 IOC本庄早稲田 V101 

事業内容 ソフトウェア・ハードウェア研究・開発・賃貸、その他付帯事業 

ＵＲＬ https://denchi.ai/ 

本件に関する 

お問い合わせ 

本社 

電話：050-5867-4064  MAIL：officer@denchi.ai 

日本オートリサイクル株式会社 

所在地 富山県富山市松浦町 7-30  

事業内容 
自動車の解体処理、産業廃棄物の収集運搬・中間処理、その他付帯

事業 

ＵＲＬ https://www.toyotomi-group.jp/nar-toyama/ 

本件に関する 

お問い合わせ 

本社 

電話：076-438-0100   MAIL：info@nar-toyama.co.jp 

 

【関連する SDGs】 
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